
No.14 多発している階段、桟橋 - 墜落・転落の死亡災害事例（2019年）
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コー

ド

労

働

者

規

模

9

8

～

10

被災者は、階段を降りていたところ、階段から墜落し、後頭部をコ

ンクリートの床に強打した。被災者は、ただちに病院に救急搬送さ

れたが、後日に死亡した。

10602 413 1

10

～

29

3

6

～

8

排水処理室において、高さ約２４０センチメートルのステージ上に

おいて、吸着槽に取り付けられたｐＨ計の清掃作業を終え、バケツ

を片手に持って階段を降りていたところ、地上からみて４、５段目

（高さ約９６～１２０センチメートル）より仰向けに地面へと転落

し、頭蓋骨骨折、右頭蓋部硬膜下血腫の怪我を負った。被災から約

１０日後に死亡したもの。

11303 413 1
1～

9

8

16

～

18

５階建て建屋新築工事において、被災者が、屋内階段から転落し頭

を強く打ち、その後死亡が確認されたもの。
30201 413 1

10

～

29

2

12

～

14

鉄骨階段の組立作業中に、鉄骨階段が倒壊し、当該階段上にいた被

災者が地面に墜落して被災したもの。
30209 413 1

1～

9

5

0

～

2

朝、社屋２階の事務所に通じる外階段の最上部の踊り場の５．５

メートル下の地面に倒れているのを発見された。警備記録と通勤車

の状況から、前日の夜に帰社（解錠）し、1時間後に施錠して帰宅し

かけたが何かの理由で戻った際、状況は不明だが当該踊り場の手す

り（高さ１．１ｍ、中さん３本）を越えて落ちたと推測。

30302 413 1

10

～

29



3

18

～

20

事務所ビル本設外階段踊り場部で倒れている被災者を通行人が発見

し、救急車で搬送されたが、翌日死亡したもの。
40201 413 1

30

～

49

4

6

～

8

事業場事務所棟において、被災者が内部階段２階踊り場から１階ま

での清掃作業を行っていた際、足を踏み外したため、１階階段下ま

で転落、頭部を強打し、脳挫傷により後日死亡したもの。

40301 413 1

50

～

99

2

14

～

16

発酵処理設備の高さ１ｍの階段付近で倒れている被災者が発見さ

れ、救急搬送された。発見時の状況などから、発酵処理設備の潤滑

油を補給するため容量２０リットルの未開封のペール缶を運搬中に

バランスを崩して階段から転落し、頭部を強打したと推定される。

階段に手すりはなく、被災者は保護帽未着用であった。

70101 413 1

10

～

29

2

16

～

18

業務終了後、１階から２階にある更衣室へ向かう途中、階段の踊り

場から転落したもの。
80209 413 1

50

～

99

1

12

～

14

営業所において、２階にある店舗から駐車場の車に点検表を持って

いくために階段（幅約２ｍ、踏面２９．５ｃｍ、蹴上１６．５ｃ

ｍ、段数２３段）を降りようとして上から１段目に左足、上から２

段目に右足がある状態から左足を下の段へ下ろそうとした際、階段

の滑り止めにつまづいてバランスを崩し、左肩を下にして床まで転

落し、腰を強打した。被災者は、受傷後１週間ほどで肺炎を発症し

死亡した。

80409 413 1
1～

9

3

14

～

16

被災者は、日常業務である旅客宿泊部屋の点検・清掃業務に従事し

ており、雑巾等の清掃用具をかごに入れ、ホテル内を移動してい

た。 被災時、発見者は物が倒れるような大きな音を聞いたため、音

がした１階と２階の間を接続する階段へ向かったところ、階段の踊

り場で頭部から出血した状態で倒れている被災者を現認した。被災

者は、救急搬送されたものの、翌日、急性硬膜下血腫により死亡し

た。

140101 413 1

10

～

29



10

8

～

10

工場の清掃作業で３階踊り場から２階の方へ下がりながら階段を

モップ掛けしていたところ、２階踊り場から上へ１．８ｍの段（９

段目）からバランスを崩し、２階踊り場まで転落し、頭部を強打

し、死亡した。

150101 413 1

10

～

29

5

10

～

12

被災者はマンションの管理人。マンションの敷地内で倒れていると

ころを発見された。当該災害の目撃者はおらず、４階の踊り場に清

掃道具が置かれていたこと及び被災者が駐輪場で倒れていたことか

ら、被災者は４階から地上１階まで墜落したと思われる。

150101 413 1

100

～

299

3

10

～

12

被災者が、ビルの清掃作業中、１階と２階の間の階段の踊り場に仰

向けに倒れているところを発見された。（脳挫傷により、３日後に

死亡した。）

150101 413 1

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to https://www.jisha.or.jp/international/topics/202210_36.html
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